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　令和になって初めての新春を迎え、各地では、
おだやかな陽気の中、新春ならではの光景が見
られました。

主な内容
●補正予算の主な内容 ……………………………Ｐ ２～４
●一般質問 …………………………………………Ｐ ８～12
●政務活動報告 ……………………………………Ｐ14～15
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門口　徹

　
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
と
お
り
、
広
報
広

聴
委
員
会
で
は
、木
津
川
市（
京
都
府
）、甲
賀
市（
滋

賀
県
）
へ
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
両
市
議
会
と
の
意
見
交
換
で
は
、
あ
ま
く
さ
市

議
会
だ
よ
り
は
、
全
体
的
に
文
字
数
が
多
い
た
め
、

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
取
り
入
れ
、
一
般
質
問

は
内
容
を
絞
っ
て
掲
載
し
た
方
が
良
い
な
ど
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
号
か
ら
一
般
質
問
は
文
字
数
を
制

限
す
る
こ
と
で
簡
潔
に
整
理
し
、
必
ず
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
を
入
れ
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
録
画

映
像
へ
リ
ン
ク
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
開
か
れ
た
議
会
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

本
会
議
や
常
任
委
員
会
な
ど
へ
の
各
議
員
の
出
欠

状
況
も
あ
わ
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
手
に

取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。（

門
口
　
徹
）

副委員長 
下田昇一郎

鶴戸継啓 濱洲大心

委員長
柴田　誠

五通俊作

蓮池良正

広報広聴
委員会

　子育てや施設の整備、文化
財の保存などの議論を聞い
て、改善点や今後の展望が明
確になっていくのがおもしろ
かったです。議員の皆さんは
市民のことをよく考えている
のだと感じました。
　発言をする際、自分の実体
験や具体例を述べていて、と
ても分かりやすく、効果的だ
と思ったので、私も取り入れ
ようと思いました。

　第３回定例会に引き続き、
12月16日、午前と午後に分か
れて、１年２組と４組の生徒
の皆さんが本会議（一般質問）
のようすを傍聴しました。
　生徒の皆さんは、今回も議
員と執行部との活発な議論を
真剣に聞き入っていました。
　ここでは、そのうち２人の
感想を紹介します。

か ね こ ま　ゆ
１年２組

金子 真由 さん

　市議会の議論の中で、私が
一番印象に残ったのは「天草
の治水工事」についてです。
「いつゲリラ的に大雨が降る
か分からないので、訓練を設
けて危機意識を持ってもら
う」という意見に納得しまし
た。市民の健康、安全、生命
に関わることを決めるので、
今回の傍聴で重要性を認識で
きました。自分も18歳にな
ったらよく調べて投票しよう
と思います。

むらかみ ともあき
１年４組

村上 智昭 さん

高校生が議会を身近で体験
～熊本県立天草高等学校１年生が第４回定例会のようすを傍聴～

▲１年２組の生徒の皆さん▲傍聴のようす
保育園児の初詣空手クラブの初稽古

正月を迎え飾り付けられた牛深港の漁船烏峠（御所浦）からの新春の眺め
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16
億
１
，２
０
９
万
６
千
円
を
増
額
し
、
総
額
５
７
４

億
６
０
１
万
５
千
円
と
す
る
令
和
元
年
度
天
草
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
７
号
）は
、
12
月
11
日
に
予
算
決
算
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
で
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
の
開
催
に
伴
う
県
実
行
委
員
会
へ
の
負
担
金
や

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
見
込
額
増
に
伴
い
、
業
務
委
託

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催
事
業
を
含
む

一般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

TOPIC

01
令和元年
第４回定例会

こんなことを
話し合い
決めました

今回の議案等は47件
※議案一覧は６ページに掲載。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
を
開
催
！

　令和元年第４回定例会は、12
月３日（火）から12月20日（金）
の18日間の会期で行いました。
　条例の改正や補正予算などの
議案等が提出され、慎重審議の
結果、すべて原案どおり可決、
承認、同意しました。

TOPICS

 

内
容

　
今
年
５
月
６
日
〜
７
日
に
県
内
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
本
市
で
も
６
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
て
お
り
、
費
用
に
つ
い
て
は
、
県
と
市
町
村
で
負

担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問 

本
市
の
聖
火
リ
レ
ー
の
コ
ー
ス
は
。

■答
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
、
本
戸
公
園
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
約
２
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
実

施
さ
れ
、
13
〜
16
人
で
リ
レ
ー
を
行
う
。

■問 

聖
火
リ
レ
ー
に
か
か
る
負
担
金
が
高
額
で
は
。

■答
警
備
員
の
費
用
、
交
通
規
制
に
か
か
る
作
業
及
び
資

器
材
等
が
主
で
あ
り
、
最
大
限
の
費
用
で
計
上
し
て
い
る

が
、
余
剰
金
に
つ
い
て
は
返
還
さ
れ
る
。

■問 

本
市
で
聖
火
リ
レ
ー
を
行
う
ラ
ン
ナ
ー
の
選
定
は
。

■答
ラ
ン
ナ
ー
の
選
定（
県
実
行
委
員
会
枠
）は
、
県
実
行

委
員
会
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
直
接
関

与
は
で
き
な
い
が
、
県
や
本
市
に
ゆ
か
り
が
あ
る
人
を
選

定
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
は
、
県
実
行
委

員
会
枠
の
ほ
か
、
ス
ポ
ン
サ
ー
枠
に
よ
り
選
定
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

要
望
市
内
の
業
者
で
対
応
で
き
る
業
務
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
市
内
の
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
、
資
器
材
等

に
つ
い
て
は
、
市
の
備
品
等
を
活
用
す
る
な
ど
、
で
き
る

だ
け
経
費
削
減
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

開
催
に
伴
う
県
実
行
委
員
会
負
担
金

●報告 ……………  ２件
●承認 ……………  ２件
●条例 ……………  ９件
●その他 ………… 11件
●予算 …………… 12件
●人事 ……………  ８件
●議員提出 ………  １件
●請願 ……………  ２件

料
な
ど
で
予
算
不
足
が
見
込
ま
れ
る
事
務
経
費
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ａ
Ｓ
Ｆ（
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
）
の
養
豚
農
場
へ

の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
防
護
柵
整
備
の
補
助
金
な
ど
も
計

上
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
予
算
の
内
容
や
質
疑
に
つ
い
て
は
、
次
の
ペ

ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
，１
１
７
万
６
千
円
を
増
額

 

内
容

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
額
が
当
初
の
計
画
を
上
回
る

こ
と
に
伴
い
、
業
務
委
託
料
等
の
事
務
経
費
の
不
足
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
補
正
す
る
。

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
見
込
額

　
　
補
正
前
　
３
億
円

　
　
補
正
後
　
４
億
円
（
１
億
円
の
増
）

 

質
疑

■問 

お
礼
品
の
中
で
一
番
人
気
が
あ
る
の
は
何
か
。

■答
天
草
黒
牛
の
人
気
が
高
く
、
寄
附
金
増
額
の
け
ん
引

役
と
な
っ
て
い
る
。

■問 

ふ
る
さ
と
納
税
事
務
を
業
務
委
託
で
は
な
く
直
営
で

行
う
考
え
は
な
い
の
か
。

■答
現
状
の
限
ら
れ
た
職
員
の
中
で
は
、
対
応
が
難
し
い
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
見
込
額
増
に

伴
い
、
業
務
委
託
料
等
の
予
算
を
増
額

６
，３
２
１
万
６
千
円
を
増
額

 

内
容

　
ア
ジ
ア
地
域
で
急
拡
大
し
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｆ（
ア
フ
リ
カ

豚
コ
レ
ラ
）の
養
豚
農
場
へ
の
侵
入
防
止
を
目
的
に
、
野

生
動
物
侵
入
防
護
柵
の
整
備
に
対
し
、
国
・
県
に
あ
わ
せ

て
市
で
も
支
援
を
行
う
た
め
、
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問 

ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
が
国
内
に
侵
入
す
る
場
合
、
ど

の
よ
う
な
経
路
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

■答
海
外
か
ら
の
旅
行
者
が
違
法
に
畜
産
物
を
持
ち
込
む

場
合
や
、
海
外
か
ら
の
航
空
機
や
船
舶
の
機
内
食
の
残
渣

が
適
正
に
処
理
さ
れ
ず
、野
鳥
や
ネ
ズ
ミ
の
食
害
に
よ
り
、

ウ
イ
ル
ス
が
広
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

■問 

国
内
侵
入
を
防
ぐ
手
段
と
し
て
、
養
豚
場
周
辺
に
防

護
柵
を
設
置
す
る
意
味
は
。

■答
ま
ず
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
国
内
に

侵
入
さ
せ
な
い
取
り
組
み
が
重
要

と
な
る
た
め
、
国
に
お
い
て
も
検

疫
な
ど
水
際
対
策
の
強
化
を
行
っ

て
い
る
が
、防
護
柵
に
つ
い
て
は
、

仮
に
国
内
に
侵
入
し
た
場
合
で

も
、
ウ
イ
ル
ス
を
直
接
媒
介
す
る

イ
ノ
シ
シ
を
豚
に
近
づ
け
な
い
こ

と
を
目
的
に
設
置
す
る
。

ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
の
養
豚
農
場
へ
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
の
防
護
柵
整
備
に
係
る
補
助
金

２
，０
０
０
万
円
を
増
額ざ

ん
さ
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TOPIC

02
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

新
庁
舎
建
設
に
か
か
る
設
計
報
酬
等
請
求
事
件

の
和
解
条
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
金
を
補
正

 

内
容

　
本
庁
舎
設
計
業
務
委
託
契
約
の
解
除

に
伴
い
、
平
成
28
年
に
提
訴
を
受
け
た

設
計
報
酬
等
請
求
事
件
に
つ
い
て
、
11

月
に
裁
判
所
か
ら
和
解
勧
告
が
出
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
和
解
条
項
に
基
づ
く
損

害
賠
償
金
と
し
て
１
，６
２
６
万
８
千

円
を
補
正
す
る
。

 

和
解
勧
告
の
内
容

　
本
契
約
は
、
基
本
設
計
業
務
と
実
施

設
計
業
務
を
一
括
で
契
約
し
て
お
り
、

基
本
設
計
業
務
は
完
了
し
て
い
た
も
の

の
、
実
施
設
計
業
務
に
つ
い
て
は
、
ど

の
程
度
ま
で
踏
み
込
ん
で
行
わ
れ
て
い

た
か
と
い
う
こ
と
が
争
点
の
一
つ
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
裁
判
所
か
ら
の
和
解
勧
告
で
は
、
基

本
設
計
業
務
及
び
実
施
設
計
業
務
を
通

じ
た
履
行
分
を
42
・
５
％
。
そ
の
う
ち
、

実
施
設
計
業
務
履
行
分
を
７
・
５
％
と

令和元年 第４回定例会こんなことを話し合い決めましたTOPICS

１
，６
２
６
万
８
千
円
を
増
額
し
、

　
　
　
　
　
　
　
総
額
５
７
４
億
２
，２
２
８
万
３
千
円
に

し
、
１
，６
２
６
万
８
千
円
を
損
害
賠

償
と
し
て
支
払
う
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
基
本
設
計
業
務
履
行
分
４
，

８
６
０
万
円
は
既
に
支
払
い
を
終
え
て

い
ま
す
。

TOPIC

03
今
年
４
月
か
ら

有
料
指
定
ご
み
袋
に
燃
や
せ
な
い

ご
み
袋
の「
小
」を
作
製

 

内
容

　
現
在
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」に
つ
い
て

は
、
４
種
類（
特
大
、
大
、
小
、
特
小
）

の
有
料
指
定
ご
み
袋
を
作
製
し
て
い
る

が
、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」に
つ
い
て
は
、

１
種
類
の
袋
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
世
帯
で

は
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
袋
が
大
き
く
、

月
１
回
の
収
集
日
ま
で
に
一
杯
に
な
ら

な
い
な
ど
の
状
況
も
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
袋
の
半
分
の
容
量

（
小
）を
作
製
す
る
。

現
在
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
袋
の

半
分
の
容
量
の
サ
イ
ズ
を
作
製

 

質
疑

■問 

燃
や
せ
な
い
ご
み
の
指
定
袋「
小
」

を
作
製
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
に
つ
い

て
。

■答 

今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

需
要
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
運
ぶ
際
の
負
担
軽
減
に

も
つ
な
が
る
。

TOPIC

04
宮
地
岳
観
光
交
流
施
設

施
設
の
オ
ー
プ
ン
は

今
年
10
月
以
降
に

　
現
在
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
宮

地
岳
観
光
交
流
施
設
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、
所
管
の
建
設
経
済
委
員
会
に
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

施
設
運
営

　
地
元
の
宮
地
岳
地
区
に
お
い
て
出
資

を
募
り
、
会
社
設
立
に
向
け
準
備
を
進

め
ら
れ
て
い
る
。

 

施
設
整
備

　
施
設
本
体
の
改
修
工
事
等
に
つ
い
て

は
、
11
月
末
に
工
事
請
負
契
約
を
締
結

し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ト
イ
レ
棟
の

新
設
工
事
や
用
地
造
成
工
事
に
つ
い
て

も
設
計
が
完
了
し
だ
い
順
次
発
注
を
行

っ
て
い
く
。

 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
ト
イ
レ
棟
の
新
設
工
事
の
適
正
工
期

を
確
保
す
る
た
め
、
施
設
の
開
業
は
今

年
10
月
以
降
に
変
更
と
な
っ
た
。

宮
地
岳
観
光
交
流
施
設
の

現
状
に
つ
い
て
の
報
告

　
ま
た
、
国
道
へ
の
接
続
道
路
を
設
置

す
る
予
定
と
し
て
い
た
用
地
の
売
買
に

お
い
て
合
意
に
至
ら
ず
、
取
得
を
断
念

し
た
と
の
報
告
も
あ
り
、
当
面
は
市
道

を
活
用
す
る
な
ど
の
代
替
案
を
考
え
て

い
る
が
、
や
は
り
集
客
の
面
か
ら
も
国

道
と
の
接
続
は
必
要
で
あ
る
た
め
、
新

た
な
接
続
道
路
建
設
も
含
め
て
さ
ま
ざ

ま
な
案
を
検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。 国

道
か
ら
の
接
続
道
路
を

再
検
討

TOPIC

議員研修

全
議
員
を
対
象
に
研
修
会
を
実
施

課
題
を
解
決
、
未
来
を

創
り
出
す
議
会
へ

　
10
月
４
日
、
第
１
委
員
会
室
に
お
い

て
、
全
議
員
を
対
象
に
し
た
議
員
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
研
究
所
事
務
局
長
の
中
村
健
氏
を
講

師
に
招
き
、「
市
民
の
期
待
に
応
え
る

天
草
市
議
会
」と
題
し
て
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
師
か
ら
は
、
議
会
改
革
度
調
査
分

析
結
果
な
ど
を
用
い
て
、
急
速
な
時
代

変
化
に
対
応
し
た
地
方
議
会
の
役
割
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、「
目
標
が
明
確
に
な
る

と
思
考
が
変
わ
り
、
行
動
が
変
わ
る
。

関
係
す
る
人
が
同
じ
イ
メ
ー
ジ
を
持
て

る
ゴ
ー
ル
設
定
が
大
事
」、「
地
域
の
変

化
を
読
み
、
地
域
の
変
化
に
対
応
し
、

地
域
に
変
化
を
創
り
出
す
議
会
活
動

を
」と
の
話
が
あ
り
、あ
ら
た
め
て
地
方

議
会
と
し
て
の
役
割
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
後
も
議
員
力
の
向
上
を
目
ざ
し

て
、
各
種
研
修
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

▲宮地岳観光交流施設完成イメージ図

▲議員研修会のようす



令和元年度天草市一般会計補正予算（第７号）
令和元年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和元年度天草市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強化を求める意見書の提出を求める請願書

あまくさ市議会だより 7 あまくさ市議会だより 6

令和元年第４回天草市議会（定例会）議案等

賛否表
議第１３７号
議第１３８号
議第１４０号
請願第４号

※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）※古賀源一郎議員は議長職のため、表決には加わりません。

※令和元年第３回定例会終了後から第４回定例会までの間に開催された本会議及び委員会への出欠状況を掲載しています。
※「○」は出席、「△」は遅参・早退、「×」は欠席、「＼」は所属外、「委」は委員長、「副」は副委員長を表しています。

※古賀源一郎議長と船辺修副議長は、委員外議員として出席

本会議、常任委員会などの議員出欠状況

【本会議・常任委員会・全員協議会】

【議会運営委員会・議会改革調査特別委員会】 【広報広聴委員会】

各議員の本会議や常任委員会などの出欠状況をお知らせします
　今号から、市民の皆さんに、これまで以上に議員活動を知っていただくため、前回の定例会終了後か
ら今回の定例会までに開催された本会議や常任委員会などへの各議員の出欠状況をお知らせします。
　なお、各常任委員会などの委員構成は次のとおりです。

　各議員は、議会が開催されていないときも、市の業務や課題など
について調査をしたり意見を聞いたり、他の自治体等で先進的な取
り組みがあれば視察を行い、天草市での取り組みに生かせるか検討
を行っています。また、市民の皆さんの意見を聞いたり、要望があれ
ば現場を見に行き、問題が解決するよう行動しています。

●常任委員会･･･全議員が総務政策（７人）、市民生活（６人）、建設経済（７人）、教育厚生（６人）
のいずれかの委員会に所属し構成しています。
予算決算委員会は議長を除く全議員（２５人）で構成しています。

●議会運営委員会･･･各会派から推薦された委員８人で構成しています。
●議会改革調査特別委員会･･･議長の指名により選任された委員８人で構成しています。
●広報広聴委員会･･･会派等から推薦された委員７人で構成しています。

開催日 委員名

総務政策常任委員会 市民生活常任委員会 建設経済常任委員会 教育厚生常任委員会
委 副 委 副 委 副 委 副

人
千
三
村
中

山
若

　

介
敬

崎
浜

　

臣
昭

塚
大

　

生
基

郎
一
幸
下
宮

田
前

　

之
正

通
五

　

作
俊

郎
一
昇
田
下

田
柴

　
　

誠

池
蓮

　

正
良

木
勝

　

生
幸

洲
濱

　

心
大

口
門

　
　

徹

中
田

　
　

茂

崎
浜

　

昭
義

山
平

　

司
泰

田
池

　

之
裕

木
赤

　

男
武

郎
一
源
賀
古

嶋
五

　

彦
善

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

島
脇

　

純
義

辺
船

　
　

修

田
益

　

昭
政

井
澤

　

富
一

11月19日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月 3日 本会議（開会、提案理由の説明） ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月 6日 本会議（質疑） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月 9日
　  ・10日

常任委員会（総務政策・市民生活・
建設経済・教育厚生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月11日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月16日 本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
12月16日 建設経済常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月17日 本会議（一般質問２日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月17日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月17日 建設経済常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月18日 建設経済常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月20日 本会議（委員長報告、討論、採決）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会派名 天政会 市民クラブ 政友会 新風天草 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果
議員名

田
池

　

之
裕

島
脇

　

純
義

人
千
三
村
中

木
勝

　

生
幸

戸
鶴

　

啓
継

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政

郎
一
昇
田
下

嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

尾
中

　

二
友

中
田

　
　

茂

洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

木
赤

　

男
武

通
五

　

作
俊

郎
一
源
賀
古

山
若

　

介
敬

郎
一
幸
下
宮

口
門

　
　

徹
議第137号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23：2 原案可決
議第138号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23：2 原案可決
議第140号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 23：2 原案可決
請願第４号 ○ ○ － 2：23 不 採 択

開催日 委員名

委 副

田
池

　

之
裕

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

臣
昭

塚
大

　

生
基

中
田

　
　

茂

木
赤

　

男
武

戸
鶴

　

啓
継

田
益

　

昭
政

郎
一
源
賀
古

辺
船

　
　

修

11月26日 議会運営委員会 / 議会
改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月 3日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月 6日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月17日 議会運営委員会 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

田
柴

　
　

誠 郎
一
昇
田
下

池
蓮

　

正
良

洲
濱

　

心
大

戸
鶴

　

啓
継

通
五

　

作
俊

口
門

　
　

徹
10月 7日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月19日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月 6日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果
報告第１２号 専決処分事項の報告について（佐伊津町の市道大矢崎明瀬線において発生した車両破損事故に係る和解及び損害賠償の額を

定めるもの） － －

報告第１３号 専決処分事項の報告について（９月22日の台風により発生した事故に係る和解及び損害賠償の額を定めるもの） － －

議第１１７号 専決処分事項の承認について（令和元年度天草市一般会計補正予算（第５号））（６月の豪雨により被災した道路及び河川の
災害復旧費として専決処分したため、議会の承認を求めるもの） 付託省略 承　　認

議第１１８号 専決処分事項の承認について（令和元年度天草市一般会計補正予算（第６号））（６月の豪雨により被災した農業施設の災害
復旧費として専決処分したため、議会の承認を求めるもの） 付託省略 承　　認

議第１１９号 天草市出張所設置条例の一部を改正する条例の制定について（二浦出張所の移転に伴い、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決
議第１２０号 天草市議会議員に対する議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について（国の人事院勧告等

を踏まえ、議員並びに市長、副市長、教育長及び病院事業管理者の期末手当を変更するため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第１２１号 天草市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について（国の人事院勧告等を踏まえ、職員の給料表及び各
種手当等を改定するため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第１２２号 天草市地区コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定について（本渡北地区コミュニティセンターの講堂に、
新たに冷暖房設備を整備したことに伴い、冷暖房使用料を設けるため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第１２３号
天草市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について（特定
教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部改正を踏まえ、食事の提供に要する費用の取扱いを変更
するため、条例を改正するもの）

教育厚生 原案可決

議第１２４号
天草市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について（家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準の一部改正を踏まえ、家庭的保育事業者等の連携施設の確保及び食事の提供に係る基準を緩和する
ため、条例を改正するもの）

教育厚生 原案可決

議第１２５号 天草市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について（燃やせないごみの指定ごみ袋に、新たに
指定ごみ袋の小を追加することに伴い、手数料の額を定めるため、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決

議第１２６号
天草市産業振興チャレンジ基金条例の一部を改正する条例の制定について（市内における新規及び第二創業並びに既存事業
者の売上アップ、販路拡大事業等にチャレンジする取り組みを、継続して集中的かつ強力に支援することに伴い、設置期間
を２年間延長するため、条例を改正するもの）

建設経済 原案可決

議第１２７号 天草市立天草キリシタン館条例及び天草市立天草コレジヨ館条例の一部を改正する条例の制定について（管理運営体制の見
直しに伴い、休館日の新設及び変更を行うため、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第１２８号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について（一部事務組合の共同処理する事務と規
約を一部変更するため、関係自治体の同文議決を行うもの） 総務政策 原案可決

議第１２９号 工事請負契約の変更について（平成31年第１回市議会定例会において議決した「嵐口外平線道路災害復旧工事」の契約金
額を変更するため、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第１３０号
　～１３４号

指定管理者の指定について（河浦中央児童館、新和高齢者生活福祉センター、天草市本渡水産物荷さばき施設、天草市民セ
ンター、牛深総合センター）

教育厚生
建設経済 原案可決

議第１３５号 市道路線の認定及び廃止について（４路線の認定及び２路線の廃止に伴い、道路法の規定により、議会の議決を求めるもの） 建設経済 原案可決

議第１３６号 財産の取得について（小学校の教科書改訂に伴う教師用指導書の購入について、予定価格が２,000万円以上となるため、
本市財産条例の規定により、議会の議決を求めるもの） 教育厚生 原案可決

議第１３７号
　 ～１４７号

令和元年度天草市一般会計補正予算（第７号）
令和元年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和元年度天草市介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和元年度天草市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和元年度天草市浄化槽市町村整備推進事業特別会計補正予算（第１号）
令和元年度天草市国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第２号）
令和元年度天草市歯科診療所特別会計補正予算（第１号）
令和元年度天草市斎場事業特別会計補正予算（第２号）
令和元年度天草市病院事業会計補正予算（第２号）
令和元年度天草市水道事業会計補正予算（第２号）
令和元年度天草市下水道事業会計補正予算（第２号）

予算決算 原案可決

議第１４８号 工事請負契約の締結について（（仮称）牛深火葬場建築工事に係る請負契約の予定価格が１億５,000万円以上となるため、
本市議会の議決に付すべき契約に関する条例の規定により、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第１４９号 訴訟上の和解について（新庁舎建設に係る設計報酬等請求事件の和解を成立させるため、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決
議第１５０号 令和元年度天草市一般会計補正予算（第８号） 予算決算 原案可決
議第１５１号
　～１５８号

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（山名直氏〔枦宇土町〕、富永利信氏〔二浦町〕、吉脇シノブ氏〔御
所浦町〕、福浦正昭氏〔御所浦町〕、松尾英之氏〔新和町〕、田口澄世氏〔五和町〕、鳥羽瀬博文氏〔五和町〕、櫻田京子氏〔河浦町〕） 付託省略 同　　意

請願第４号 「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強化を求める意見書の提出を求める請願書 総務政策 不 採 択
請願第５号 豚コレラの早期終息に向けた緊急かつ具体的な対策を求める意見書提出を求める請願書 建設経済 採　　択

議員提出第７号 豚コレラの早期終息に向けた緊急かつ具体的な対策を求める意見書の提出について 付託省略
原案可決

12月20日に関
係大臣等へ送付



QRコードで質問の動画が見られます。
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　一般質問が12月16日、17日の２日間で行
われ、９人の議員が質問に立ちました。
※掲載原稿は質問した議員本人が要約したものです。

QRコードで質問の動画が見られます。
一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

■柴田  

天
草
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
と
し
て
の

子
育
て
支
援
包
括
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と

役
割
に
つ
い
て
。

■健康福祉部長  

妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
ま
で
、
必
要
な
情
報
を
共

有
し
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
。
妊
産
婦

等
に
対
し
支
援
プ
ラ
ン
を
一
緒
に
考

え
、
妊
娠
期
か
ら
の
か
か
わ
り
を
充
実

し
て
い
く
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
産
後
ケ
ア
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、「
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
や
経
済
的
支
援
に
よ
り
出
産
を

支
援
す
る
「
助
産
制
度
」
の
活
用
を
合

わ
せ
て
図
っ
て
い
く
。

■柴田  

不
育
症
に
つ
い
て
市
の
考
え

は
。■健康福祉部長  

不
育
症
な
ど
、
複
数

回
の
流
産
に
よ
り
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
妊
婦
健
康
診
査

の
受
診
率
向
上
と
と
も
に
、
主
治
医
と

の
連
携
や
保
健
師
等
の
訪
問
な
ど
に
よ

り
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

■柴田  

広
瀬
公
園
野
球
場
の
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
、
公
園
内
の
車
道
幅
、
遊
具
に

つ
い
て
。■建設部長  

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
や
防
護
ラ

バ
ー
の
ほ
か
、
遊
具
や
園
路
に
つ
い
て

「
天
草
市
都
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
今
後
計
画
的
に
改
善

を
図
る
。
幅
員
を
阻
害
し
て
い
る
箇
所

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
剪
定
作
業
を
行

い
道
路
有
効
幅
員
の
確
保
を
図
る
。

■柴田  

改
修
等
の
財
源
と
し
て
民
間
の

広
告
収
入
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。■総合政策部長  

公
共
施
設
の
壁
面
な

ど
様
々
な
広
告
媒
体
と
し
て
と
ら
え
、

収
入
に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続
き
全

庁
的
に
進
め
て
い
く
。

■中尾  

寄
託
資
料
の
板
ガ
ラ
ス
の
破

損
の
状
況
は
。

■文化課長  

平
成
24
年
に
企
画
展
の
展

示
資
料
と
し
て
お
預
か
り
し
、
お
返
し

す
る
際
、
平
成
26
年
に
破
損
を
確
認
し

た
。
所
有
者
に
お
詫
び
す
る
と
と
も
に

修
復
方
法
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き

修
復
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
後
、
資
料

を
確
認
い
た
だ
き
、
ご
了
承
の
上
お
返

し
し
た
。
な
お
、
１
月
か
ら
３
月
に
開

催
し
た
企
画
展
に
お
い
て
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
快
く
お
貸
し
い
た
だ
い
た
。

■中尾  

祇
園
橋
の
景
観
及
び
通
行
止

め
や
今
後
の
あ
り
方
。

■文化課長  

祗
園
橋
の
石
材
の
一
部
が

崩
落
の
た
め
、
工
事
用
パ
ネ
ル
を
応
急

的
に
設
置
し
通
行
止
め
の
措
置
を
と
っ

て
い
る
が
、
指
摘
の
と
お
り
国
指
定
文

化
財
で
あ
る
の
で
、
土
木
課
と
も
協
議

し
、
文
化
財
保
護
審
議
会
に
諮
っ
た
う

え
で
景
観
に
配
慮
し
た
柵
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。
通
行
に
関
し
て
は
人
命

第
一
で
通
行
禁
止
と
し
、
見
る
文
化
財

と
し
て
保
存
継
承
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

■中尾  

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

運
営
団
体
の
構
築
は
。
ま
た
運
営
団
体

の
活
動
に
対
す
る
支
援
は
。

■市長  

行
政
と
既
存
団
体
と
の
連
携
の

み
な
ら
ず
、
新
た
な
組
織
な
ど
も
見
据

え
て
民
間
の
ア
イ
デ
ア
や
活
力
を
入
れ

な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
一
役

を
担
え
る
よ
う
な
組
織
体
制
づ
く
り
を

進
め
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
中
核
と
な

る
組
織
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
必
要
な

支
援
を
行
う
。

※
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
…
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
や
合
宿
、
キ
ャ
ン
プ
誘
致
な
ど
に
取
り

組
む
官
民
一
体
型
の
組
織
。

●
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
人
口
増
加

　に
転
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を

蓮
池 

良
正 

議
員

●
文
化
財
の
保
存
と
管
理
活
用
等
に
つ
い
て

●
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て

中
尾 

友
二 

議
員

●
天
草
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

●
広
瀬
公
園
に
つ
い
て

柴
田 

誠 

議
員

【「
女
性
の
貧
困
」
を
克
服
し
て
い
く
課

題
の
検
証
】

●
な
ぜ
、
女
性
の
給
与
・
賃
金
が
安
い

■蓮池  

全
階
層
的
に
も
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
は
、
給
与
水
準
が
低
い
。
全
体
水
準

が
低
い
の
に
、
女
性
分
野
は
さ
ら
に
そ

の
７
〜
８
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
公
務
員
の
給
与
水
準
は
男
女
同
額

だ
が
、
昇
進
具
合
に
よ
っ
て
、
給
与
・

手
当
な
ど
に
反
映
し
、
歴
史
的
に
も
現

在
も
、
デ
ー
タ
を
算
出
す
れ
ば
女
性
が

低
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
。
民
間
で
も

そ
う
い
う
実
態
は
否
め
ず
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
を
目
ざ
す
地
方
自
治

体
と
し
て
本
市
も
こ
の
分
野
に
は
と
り

わ
け
配
慮
す
べ
き
。■男女共同参画課長  

家
庭
内
労
働
は

女
性
が
当
然
視
さ
れ
、
身
分
が
不
安
定

で
、
低
賃
金
非
正
規
労
働
が
多
い
。

■蓮池  

人
口
の
半
分
以
上
は
女
性
で

あ
り
、
女
性
の
方
々
を
含
め
て
そ
れ
ぞ

れ
の
気
づ
き
が
、
よ
り
生
か
さ
れ
る
社

会
が
求
め
ら
れ
る
。
男
女
共
同
参
画
社

会
創
造
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く

か
。

■地域振興部長  

本
市
が
平
成
19
年
２

月
17
日
に
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
と

な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
２
月
17
日
を

含
む
１
週
間
を
本
市
の
男
女
共
同
参
画

週
間
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
期
間
中
に

「
超
高
齢
化
社
会
か
ら
考
え
る
男
女
共

同
参
画
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
な
ど
を

開
催
す
る
予
定
。
今
後
も
意
識
啓
発
や

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
意
思
決
定
過

程
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
を
推
進
す

る
。

▲国指定文化財の祗園橋
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■赤木  

10
月
に
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
公
立
・
私
立

の
保
育
料
は
無
償
化
に
な
れ
ば
、
公
立

の
幼
稚
園
の
預
か
り
は
可
能
に
な
る
と

思
え
る
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
取
り
組

め
な
い
か
。

■市長  

預
か
り
保
育
の
実
施
は
、
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
了
承
が
得
ら
れ
れ

ば
、
令
和
２
年
度
か
ら
試
行
的
に
実
施

し
た
い
。

■赤木  

預
か
り
保
育
の
実
施
に
よ
り
保

護
者
に
と
っ
て
は
幅
広
い
保
育
環
境
が

考
え
ら
れ
る
が
。

■健康福祉部長  

就
労
形
態
が
多
様
化

す
る
な
か
、
新
た
に
就
労
で
き
る
こ
と

や
勤
務
時
間
の
延
長
な
ど
が
予
想
さ
れ

る
。■赤木  

副
食
費（
お
か
ず
代
）の
免
除
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
市

は
免
除
拡
大
を
考
え
て
い
な
い
の
か
。

■健康福祉部長  
国
は
年
収
３
６
０
万

円
未
満
相
当
の
世
帯
等
の
子
ど
も
に
つ

い
て
は
免
除
し
て
い
る
。さ
ら
に
、市
で

は
18
歳
未
満
か
ら
数
え
て
第
３
子
以
降

の
副
食
費
を
す
で
に
無
料
に
し
て
い
る
。

■赤木  

子
ど
も
達
に
ス
マ
ホ
・
携
帯
電

話
等
の
使
い
方
、
そ
の
危
険
性
を
教
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■教育部長  

学
級
活
動
時
間
等
で
、
携

帯
電
話
等
に
つ
い
て
講
師
を
招
き
講
座

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

■赤木  

入
学
時
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
布

し
て
い
る
が
、
電
池
切
れ
な
ど
で
い
ざ

と
い
う
と
き
役
に
立
た
な
い
場
合
も
あ

る
。
点
検
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
。

■教育部長  

基
本
的
に
は
保
護
者
が
点

検
・
管
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知
し

て
い
る
。

●
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

●
公
立
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
の
実
施
と

　子
ど
も
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

赤
木 

武
男 

議
員

●
住
宅
地
の
確
保
に
つ
い
て

●
小
型
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て

●
指
定
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て

中
村 

三
千
人 

議
員

【
住
宅
地
の
確
保
に
つ
い
て
】

■中村  

市
有
地
に
宅
地
造
成
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

■市長  

新
和
町
の
福
祉
ゾ
ー
ン
の
そ
ば

に
市
有
地
が
あ
る
が
、
背
後
地
の
傾
斜

が
急
な
た
め
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）に
指
定
さ
れ
る
確

率
が
高
い
。
ま
た
、
市
内
に
は
、
４
，

８
６
８
カ
所
が
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
指
定

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

移
転
対
策
と
し
て
、
市
が
宅
地
を
造
成

し
、分
譲
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

■中村  

横
島
住
宅
を
譲
渡
で
き
な
い

か
。■建設部長  

譲
渡
す
る
こ
と
が
適
当
と

判
断
し
た
場
合
は
、
議
決
を
経
た
う
え

で
普
通
財
産
に
移
管
し
対
応
す
る
。

【
小
型
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て
】

■中村  

新
和
町
を
含
む
３
町
は
、
今
も

市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
で
あ
る
が
、
令

和
８
年
で
こ
の
事
業
を
終
え
る
。
そ
の

後
は
、
個
人
設
置
型
浄
化
槽
に
移
行
す

る
が
、
今
後
も
、
こ
の
事
業
同
様
の
個

人
負
担
を
軽
減
で
き
る
制
度
を
考
え
て

ほ
し
い
。

■市長  

令
和
９
年
か
ら
市
全
域
で
個
人

設
置
型
に
移
行
す
る
が
、
最
低
限
の
施

設
整
備
を
行
っ
た
う
え
で
譲
渡
を
し
た

い
。

【
指
定
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
】

■中村  

収
益
が
目
的
に
含
ま
れ
る
施
設

は
期
限
を
定
め
、
民
間
譲
渡
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

■総合政策部長  

民
間
譲
渡
も
含
め
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

●
在
宅
医
療
の
普
及
に
つ
い
て

●
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て

●
が
ん
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

五
通 

俊
作 

議
員

●
農
業（
柑
橘
類
）・水
産
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

●
移
住
定
住
の
促
進
と
周
辺
地
域
の
活
性
化
に

　つ
い
て

五
嶋 

善
彦 

議
員

■五嶋  「
人
口
減
少
へ
の
対
策
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
、標
題
の
観
点
か
ら
質
問
。

大
き
な
製
造
業
の
な
い
本
市
に
お
い
て

は
、
一
次
産
業
と
観
光
産
業
の
振
興
が

人
口
対
策
の
根
本
と
考
え
る
。
ま
た
、

周
辺
部
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
、
中
心

部
の
発
展
、
そ
し
て
、
全
体
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、

①
周
辺
部
の
急
激
な
人
口
減
少
と
疲
弊

対
策
、②
今
後
の
人
口
減
少
へ
の
対
応
、

③
移
住
・
定
住
促
進
事
業
の
今
後
の
展

望
、
こ
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

■市長  

中
心
地
域
で
は
、
圏
域
全
体
の

暮
ら
し
に
必
要
な
都
市
機
能
の
整
備
・

確
保
、
近
郊
地
域
で
は
、
支
所
機
能
の

充
実
を
図
り
、
地
域
の
要
望
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
て
き
た
。
ま
た
、
ア

マ
ビ
ズ
や
物
産
公
社
を
設
置
し
、
仕
事

づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後

も
、産
業
部
門
で
の
担
い
手
の「
育
成
・

確
保
」対
策
を
集
中
的
に
行
う
。移
住
・

定
住
促
進
事
業
で
は
、
人
口
の
確
保
も

図
ら
れ
、
移
住
者
が
地
域
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。今
後
も
、本
市

の
宝
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。

■五嶋  

本
市
農
業
の
基
幹
作
物
で
あ

る
柑
橘
類
の
振
興
と
水
産
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
が
人
口
施
策
に
有
効
と
思
う

が
、
そ
の
振
興
策
に
つ
い
て
伺
う
。

■経済部長  

柑
橘
類
の
振
興
で
は
、
基

盤
整
備
や
施
設
化
、
新
規
就
農
者
育
成

の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
水
産
業
の
振

興
で
は
、
資
源
確
保
と
と
も
に
、
新
規

漁
業
就
業
者
確
保
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
。

【
在
宅
医
療
の
普
及
に
つ
い
て
】

■五通  
地
域
住
民
が
在
宅
医
療
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
利
用
を
広
め
る
た
め

に
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
が
重
要

と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

■健康福祉部長  
市
内
11
地
域
で
、
医

師
や
訪
問
看
護
師
を
講
師
と
し
た
在
宅

医
療
や
み
と
り
に
関
す
る
住
民
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。

【
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
】

■五通  

ド
ナ
ー
登
録
者
を
増
や
す
た
め

に
、
提
供
ド
ナ
ー
助
成
制
度
を
検
討
す

る
考
え
は
。■健康福祉部長  

今
の
と
こ
ろ
、
本
市

独
自
で
助
成
制
度
を
創
設
す
る
予
定
は

な
い
。■五通  

ド
ナ
ー
提
供
者
の
方
や
そ
の
家

族
の
方
々
の
側
に
立
っ
て
、
気
持
ち
に

寄
り
添
い
、
今
後
検
討
さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

【
が
ん
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
】

■五通  

が
ん
の
治
療
で
抗
が
ん
剤
の
副

作
用
に
脱
毛
が
あ
る
。
女
性
の
が
ん
患

者
の
方
が
よ
く
使
用
さ
れ
る
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
は
高
額
の
も
の
が
多
く
、
経

済
的
負
担
も
大
き
く
な
る
。
女
性
の
精

神
的
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、
購
入

費
用
の
補
助
の
考
え
は
。

■健康福祉部長  
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
脱
毛
に
悩
む
方
に
ウ
ィ
ッ

グ
無
償
貸
与
を
実
施
し
て
い
る
「
夏
目

雅
子
ひ
ま
わ
り
基
金
」
を
紹
介
し
て
い

る
。
現
段
階
で
は
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

購
入
費
用
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

■五通  
市
民
の
声
を
聞
き
、
検
討
い
た

だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

▲新和町の福祉ゾーンそばの市有地

▲デコポンの屋根掛けハウス（高品質、高収量、高収入に有効）
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【
天
草
夕
陽
観
光
に
つ
い
て
】

■浜崎  

天
草
夕
陽
八
景
そ
れ
ぞ
れ
の
今

後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

■観光文化部長  「
マ
リ
ア
像
の
夕
陽
」

は
照
明
配
線
の
改
修
に
つ
い
て
発
注
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
の
足
場
整
備
に
つ
い
て
は
安
全

に
撮
影
が
で
き
る
よ
う
対
策
を
検
討
す

る
。■市長  「

下
田
の
夕
陽
」
は
移
転
も
視

野
に
入
れ
検
討
す
る
。「
魚
貫
・
黒
石

の
夕
陽
」
は
現
地
を
確
認
し
、
防
護
柵

が
必
要
と
な
れ
ば
設
置
す
る
。「
小
森

海
岸
の
夕
陽
」
は
説
明
看
板
や
誘
導
看

板
の
設
置
を
検
討
す
る
。「
拝
瀬
・
鳴

瀬
の
夕
陽
」
は
移
転
等
に
つ
い
て
地
域

の
方
々
と
協
議
を
し
て
い
く
。

【
久
玉
城
跡
に
つ
い
て
】

■浜崎  
城
跡
の
復
元
は
で
き
な
い
か
。

■市長  
歴
史
的
価
値
は
高
い
と
認
識
し

て
い
る
。
ま
ず
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
に

久
玉
城
跡
の
存
在
と
歴
史
的
価
値
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
を
し

て
い
き
た
い
。

【
本
渡
・
牛
深
間
片
側
30
分
構
想
に
つ

い
て
】■浜崎  

上
り
か
下
り
の
い
ず
れ
か
片
方

の
植
樹
帯
を
撤
去
処
分
し
て
車
道
に
変

え
、
片
側
だ
け
を
２
車
線
に
し
、
耕
作

放
棄
地
等
を
直
線
化
す
れ
ば
現
実
味
を

帯
び
る
と
思
う
が
。

■建設部長  

新
た
な
取
り
組
み
が
必
要

と
な
れ
ば
、
県
へ
要
望
を
行
う
。
天
草

地
域
国
県
道
路
整
備
促
進
期
成
会
を
通

じ
、
ゆ
ず
り
車
線
の
設
置
を
含
む
、
国

県
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
県
や
県
議

会
に
対
し
、
引
き
続
き
強
く
要
望
し
て

い
く
。

■浜崎  
捕
獲
隊
員
は
、
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
す
る

が
、
そ
れ
以
上
に
捕
獲
後
の
処
理
に
最

大
の
負
担
が
強
い
ら
れ
る
。
高
校
跡
地

や
他
の
場
所
も
含
め
早
急
に
処
理
計
画

を
立
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
有
害

鳥
獣
堆
肥
化
装
置
導
入
を
全
国
に
先
駆

け
て
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

■経済部長  

関
係
者
と
協
議
を
行
っ
て

い
く
。■浜崎  

厚
労
省
の
公
立
病
院
の
再
編
・

統
合
発
表
後
、
全
国
の
自
治
体
で
病
院

長
を
は
じ
め
、
議
会
・
自
治
体
の
長
が

「
地
域
の
実
情
を
考
え
ず
に
、
こ
れ
ま

で
自
治
体
病
院
が
行
っ
て
き
た
努
力
や

地
域
の
事
情
が
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な

い
」
と
声
を
上
げ
て
い
る
。
自
治
体
病

院
存
続
の
決
意
を
求
め
る
。

■病院事業管理者  

地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
医
療
体
制
確
保
に
努
め
る
。

■浜崎  

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
返

上
後
、
市
民
全
員
を
巻
き
込
み
作
り
上

げ
て
い
く
参
加
型
の
も
の
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
天
草
に
は
、
魅
力
的
な

自
然
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ジ
オ

パ
ー
ク
は
、
地
球
活
動
が
生
み
出
し
た

地
形
や
地
質
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
と

深
く
か
か
わ
り
の
あ
る
人
々
の
暮
ら
し

や
歴
史
、
食
べ
物
も
対
象
に
な
る
。
新

し
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
全
国
に

広
が
る
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
な
活
動

を
期
待
す
る
。

■市長  
ジ
オ
パ
ー
ク
に
代
わ
り
、
新
た

に
「
海
に
う
か
ぶ
博
物
館
あ
ま
く
さ
」

と
し
て
２
市
１
町
で
取
り
組
み
、
今
後

も
、
教
育
や
ガ
イ
ド
活
動
等
の
質
の
向

上
、
自
然
環
境
保
全
・
保
護
活
動
の
さ

ら
な
る
推
進
を
図
る
。

●
天
草
夕
陽
観
光
に
つ
い
て

●
久
玉
城
跡
に
つ
い
て

●
本
渡・牛
深
間
片
側
30
分
構
想
に
つ
い
て

浜
崎 

昭
臣 

議
員

●
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

●
自
治
体
病
院
の
役
割
に
つ
い
て

●
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

浜
崎 

義
昭 

議
員

一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

QRコードで質問の動画が見られます。

令
和
２
年
２
月
定
例
会

         

会
期
日
程（
予
定
）

追 跡 指 令
シリーズ

気になる！一般質問のその後‼

今回の指令 ＬＧＢＴなどの性的少数者についての人権啓発の取り組みの
その後を追跡せよ‼

ＬＧＢＴなどの性的少数者についての人権啓発の取り組みに関する追跡調査報告書

　ＬＧＢＴなどの性的少数者の人権に対する社会的関心が急速に高まってきたなか、平
成30年第４回定例会の一般質問において、この件に関する市の取り組みについて説明
を求めたところ、中村市長より、「本市が定める各種申請様式の性別記載欄の必要性の
検討や見直しについて、全庁的に状況把握を行う」との答弁が行われた。
　今回は、「ＬＧＢＴなどの性的少数者についての人権啓発の取り組み」のその後を追跡し、報告せよ‼

　全庁的に状況把握を行うとの答弁が行われた直
後の平成30年10月には、本市の基本的な考え方に
基づき、当事者支援に係る、まずできる取り組み
として、本市が定める各種申請等の様式の性別記
載欄の検討や見直しを行うことを目的に、「申請書
等における性別記載欄に関する調査」が行われま
した。
　その結果、今年１月から、各種申請等の様式の
性別記載欄は、法令の定めなどで廃止ができない
ものを除き、削除されることとなりました。

ＬＧＢＴとは・・・
Ｌ：レズビアン（女性の同性愛者）、Ｇ：ゲイ（男性の同性愛
者）、Ｂ：バイセクシャル（両性愛者）、Ｔ：トランスジェンダ
ー（「身体の性」と「心の性」が一致しないため「身体の性」
に違和感を持つ人）、それぞれの英語の頭文字からとった
セクシャルマイノリティー（性的少数者）の総称の一つです。
昨今、生まれながらの性別にとらわれない性別のあり方が
見直され、世界中で同性間の結婚や、結婚と同様の権利
を認める動きが活発化してきています。

～市民向け人権セミナーも開催されます～
●テーマ
「ひとりぼっちをつくらない地域づくりを
　性の多様性から考える～ＬＧＢＴって？～」
●講師
　くまにじ代表（阿蘇ひまわり基金弁護士）
　森　あい さん
●と　き　２月15日(土)午前10時～正午まで
●ところ　天草市民センター２階大会議室
●問合せ先　市男女共同参画課 ☎23-8200

　なお、市職員に対する取り組みとしては、平成
30年11月に、市人権教育・啓発基本計画に掲げる
人権課題の一つであるＬＧＢＴなどの性的少数者
に対する正しい知識を持つとともに、その抱えて
いる困難等についても十分に理解し、市民に寄り添
った適切な対応を行うため、理解促進と啓発を目
的に人権に関する管理職研修会が開催されました。
　また、昨年10月には、全職員を対象とした研修
会も開催されました。

　
市
議
会
定
例
会
の
本
会
議

や
常
任
委
員
会
は
、
ど
な
た

で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
直
接
議
場
へ
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で

も
、
本
会
議
は
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
中

継
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

次
の
定
例
会
の
日
程
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

 

傍
聴
に
行
く
に
は

　
天
草
市
役
所
３
階
の
議
場

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

中
継
を
見
る
に
は

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
天
草

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
、
天
草
市
議
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
へ
お
進
み
く

だ
さ
い
。

※

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
草
市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

▲御所浦の島々

▲マリア像の夕陽

お
に
きお

が
み
せ

な
る

せ

期
　
日

会
　
議

程
日
事
議

月
２
25

㊋
日

議
会
本

会
開
　

・
針
方
政
施

明
説
の
由
理
案
提

月
２

28

㊎
日

議
会
本

疑
質

㊊
日
２
月
３

休　
会

会
員
委
活
生
民
市

会
員
委
済
経
設
建

㊋
日
３
月
３

休　
会

会
員
委
策
政
務
総

会
員
委
生
厚
育
教

㊌
日
４
月
３

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
正
補
（

㊊
日
９
月
３

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
初
当
（

月
３

10

㊋
日

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
初
当
（

月
３

11

㊌
日

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
初
当
（

月
３

12

㊍
日

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
初
当
（

月
３

16

㊊
日

議
会
本

問
質
般
一

月
３

17

㊋
日

議
会
本

問
質
般
一

月
３

18

㊌
日

議
会
本

問
質
般
一

月
３

19

㊍
日

議
会
本

論
討・
告
報
長
員
委

会
閉

決
採
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政務活動報告

（お詫びと訂正）
　あまくさ市議会だより第30号（2019年11月号）15ページ、議会運営委員会行政視察先の県名に誤りがありまし
た。正しくは次のとおりです。お詫びして訂正いたします。
　誤：岐阜県米原市　　正：滋賀県米原市　　　　　　　　　※市ホームページには、訂正後のものを掲載しています。

令和元年10月31日～11月2日 市民クラブ（益田政昭・下田昇一郎・五嶋善彦・澤井一冨）

 視察報告
　ふるさと回帰支援センターでは、関東圏から全
国の地方への移住・定住をサポートされています
が、本市における移住・定住に対する取り組みに
対しては大変高い評価をいただいておりました。
今後も本市の担当と共にしっかりとサポートして
いただくよう強く要望を行いました。
　また、今回我々会派で以前から着目しているご
み処理方式「亜臨界水資源再生装置」の第一人者・
松下潤博士から直接お話を聞けたことは大変有意
義な時間でありました。今後のごみ処理に関する
新たな方向性として引き続き着目していかなくて
はならないと強く感じました。
　また、４カ所の市民病院をもつ本市として「地
域医療」のあり方について、市民病院を経営する
立場と在宅医療の現場からといった違った視点か
ら研修の機会をいただきました。

 視察を終えて
　今回の視察では、「移住・
定住の推進」「今後のごみ処
理問題」「地域医療のあり
方」などについて学びまし
た。いずれも今後の本市に
おいて重要な課題でありま
す。今回学んだ知識や人脈
を今後の議員活動に生かし
てまいります。

▲亜臨界水資源再生装置に
　ついて語る松下潤中央大
　学理工学研究所博士（右）

ふるさと回帰支援センター
内に設置された熊本県ブー
ス(右端が天草市)

▲

◆認定NPO法人 ふるさと回帰支援センター
　【ふるさと回帰支援センターについて】
　１.  ふるさと回帰支援センターの現状について　
　２． 移住希望者のニーズと傾向について　
　３． 移住・定住に対する国の方針について　
　４． 熊本県への移住希望者の傾向について

◆中央大学理工学研究所
　【亜臨界水資源再生装置技術について】
　１． 亜臨界水資源再生装置の機能性とコスト及び実績について　
　２． 亜臨界水資源再生装置実装方法について　
　３.  亜臨界水資源再生装置の普及促進について
◆第15回地域医療政策セミナー
　講演１「“患者流出＞流入”医療圏におけるイノベーション
　　　　　～目指すべき方向の明確化とPFIの活用～」

　　講師　八尾市立病院　総長　星田四朗 氏

　講演２「超高齢社会に求められる地域医療のかたち」
　　講師　医療法人社団悠翔会 理事長 佐々木淳 氏

 視察報告
　天草広域連合において、新たに建設が計画されている
ごみ焼却施設の先進地である両施設の視察を行いまし
た。両施設とも、焼却処理ではなく溶融炉方式を採用し
ており、処理後に発生するのは、メタル（鉄分）とスラグ
であり、どちらも重機類のウエイト（メタル）・コンクリ
ートや舗装材（スラグ）として１００％再生利用されてい
ました。
　小牧市においては、施設内で処理時に発生した熱を隣
接するプールの温水に利用され、四日市市の施設におい
ては、施設内をテーマパーク化しアトラクションを備え
た見学コースが作られていました。
 視察を終えて
　ごみ処理施設も見方を変えた活用をすれば、子ども達
の社会科研修にもなるほか、観光にも活用できると感じ
ました。天草広域連合の新施設においてもこれらを参考
として、協力できればと考えます。

令和元年10月15日～16日 新風天草（中尾友二・田中茂・濱洲大心・前田正之）

【愛知県小牧市】小牧・岩倉エコルセンター
【三重県四日市市】四日市市クリーンセンター

こまき

 視察報告
　本施設は、市の中心地である市役所の前に整備されて
いたのが印象的でした。選定委員会（大学教授及び住民、
市職員）において、場所や処理方式の選定を行い、全連
続焼却式ストーカー炉を採用され、焼却灰でエコセメン
トを製造されていました。
　施設見学の取り組みとして、屋上に野菜を育てられ、
平成30年度は年間２万1,500人が来場されていました。
本施設は、安心安全はもとより、焼却施設の役割を担う
だけでなく、まちに溶け込み、まちにつながる施設を目
ざしておられました。
 視察を終えて
　本施設の最終
ごみを最小限に
抑え再利用が可
能な資源に変え
る取り組みなど、
本市における施
設計画に提言し
ていきます。

令和元年10月31日～11月2日 天政会（池田裕之・脇島義純・中村三千人・勝木幸生・鶴戸継啓）

【東京都武蔵野市】
武蔵野市クリーンセンター

 視察報告
　本施設は、柔軟に対応できる多目的スポーツグラウン
ドとして計画され、計画地の状況や課題、市民からの要
望などを受けて検討をされ、ロングパイル人工芝（製品
名：ドリームターフ）を導入し、平成27年４月に開設
されておりました。この人工芝は稼働率が高く、それに
伴い利用料金の収入も多く見込まれるとのことですが、
管理面の問題点として、目視による除塵、２週間に１回、
専用管理機において芝起こしやゴムチップの刷り込みが
必要とのことでした。
　なお、人工芝の張替え時期は使用状況などで相違も生
じますが、10年間の耐用年数に準じて張替えを行うか
現段階では未定とのことでしたが、今後の芝の状況を見
て全面または一部張替えを検討されるとのことでした。
 視察を終えて
　本市で計画されているスポーツ拠点施設における人工
芝についても、競技団体の皆さまのご意見などを踏まえ、
各種目に対応できるものを提言していきます。

【埼玉県ふじみ野市】
ふじみ野多目的グラウンド

む さ し の の

 視察報告
　木津川市では、広報編集委員会を定例会開会の約１週
間前から計６回開催され、広報編集の企画・掲載記事の
検討・割付け・校正のほか、取材の際は、同委員会の腕
章をつけて行われていました。また、原稿は委員が各ペ
ージを担当し、一般質問や代表質問は質問議員、委員会
報告は各委員長が作成されていました。表紙には、子ど
もたちの行事のようす、裏表紙には市民の意見を掲載す
るなどの工夫もされていました。
　さらに、同委員会の行政視察を毎年実施されているほ
か、２年に１度開催される京都府内の市町村議会広報研
修会にも毎回参加され、委員の広報編集技術の向上を図
られていました。

令和元年10月23日～25日 広報広聴委員会（柴田誠・下田昇一郎・蓮池良正・濱洲大心・
　　　　　　　　　　　　　　　　　鶴戸継啓・五通俊作・門口徹）

【京都府木津川市】
議会だよりの編集・発行について

 視察報告
　甲賀市では、広報特別委員会を定例会開会後から計５
回開催され、広報編集のスケジュール調整・企画・ペー
ジ担当決め・掲載記事の検討・割付け・校正のほか、取
材の際は、同委員会の腕章をつけて行われていました。
また、原稿は、委員が各ページを担当し、一般質問や代
表質問は質問議員が作成されていました。
　そのほか、読者モニター会議として、市内高校の協力
を得て「高校生モニター会議」を行い特集を組まれてい
るほか、若者や女性モニター会議も行われており、さら
に一般質問のＱＲコードやスマートフォン無料アプリへ
の掲載などの工夫もされていました。
 視察を終えて
　両市とも、委員自ら議会だよりの企画・取材・ページ担当・
編集・校正を行われ、表紙には子どもたちの学校行事など
の写真を多く使用されていました。また、文字数を少なくし、
写真やイラストを入れ、読みやすいレイアウトにするなど
の工夫を行い、幅広い世代に興味を持っていただき、手に
取っていただくという考え方は、今後の本市議会だよりの
編集・発行に大いに参考になるものでありました。

【滋賀県甲賀市】
議会だよりの編集・発行について

き づ が わ こ う か

よっかいち
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　令和になって初めての新春を迎え、各地では、
おだやかな陽気の中、新春ならではの光景が見
られました。

主な内容
●補正予算の主な内容 ……………………………Ｐ ２～４
●一般質問 …………………………………………Ｐ ８～12
●政務活動報告 ……………………………………Ｐ14～15
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副委員長 
下田昇一郎

鶴戸継啓 濱洲大心

委員長
柴田　誠

五通俊作

蓮池良正

広報広聴
委員会

　子育てや施設の整備、文化
財の保存などの議論を聞い
て、改善点や今後の展望が明
確になっていくのがおもしろ
かったです。議員の皆さんは
市民のことをよく考えている
のだと感じました。
　発言をする際、自分の実体
験や具体例を述べていて、と
ても分かりやすく、効果的だ
と思ったので、私も取り入れ
ようと思いました。

　第３回定例会に引き続き、
12月16日、午前と午後に分か
れて、１年２組と４組の生徒
の皆さんが本会議（一般質問）
のようすを傍聴しました。
　生徒の皆さんは、今回も議
員と執行部との活発な議論を
真剣に聞き入っていました。
　ここでは、そのうち２人の
感想を紹介します。

か ね こ ま　ゆ
１年２組

金子 真由 さん

　市議会の議論の中で、私が
一番印象に残ったのは「天草
の治水工事」についてです。
「いつゲリラ的に大雨が降る
か分からないので、訓練を設
けて危機意識を持ってもら
う」という意見に納得しまし
た。市民の健康、安全、生命
に関わることを決めるので、
今回の傍聴で重要性を認識で
きました。自分も18歳にな
ったらよく調べて投票しよう
と思います。

むらかみ ともあき
１年４組

村上 智昭 さん

高校生が議会を身近で体験
～熊本県立天草高等学校１年生が第４回定例会のようすを傍聴～

▲１年２組の生徒の皆さん▲傍聴のようす
保育園児の初詣空手クラブの初稽古

正月を迎え飾り付けられた牛深港の漁船烏峠（御所浦）からの新春の眺め


